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(1) a. * ありかける 
b. * 聳えかける 
 5 
 
前項動詞の種類 〜かける アスペクト 意味 例文 
状態動詞 
例：ある 

























































































珍しい。タバコの火で焼き殺しかけたのを，ふと思いとどまる。 （朴 2000:40） 
(8) ふいに，男は体を固くする。視線は虚ろに，焦点を失い,呼吸も，ひきっり，ほとんど止まりかけ

















ろりと寝転んだ。 （朴 2000:43） 
(11) 女も、敏感に、男の感情の動きを感じとったらしかった。結びかけていたモンペの鈕を、途中で



























































(1) a. 状態動詞（state）：[＋状態][－完結][－瞬時] 
例：ある、できる、要る 
















(2) a. 活動動詞：*走りかけのランナー／*降りかけの雨 
















a. 泣きかけの少女が、急ににっこり笑った。（高見・久野 1999） 














(6) a. * 降りかけの雨 
b. 降り始めの雨は酸性度が高い。 
(7) a. 死にかけの蝉 































(11) a. 流れかけの水 「いままさに流れ出そうしている水」（流れる：活動動詞） 
b. 鳴りかけの鐘 「いままさに鳴ろうとしている鐘」（鳴る：活動動詞） 
c. 走りかけの子供 「いままさに走ろうとしている子供」（走る：活動動詞） 

































(13) a. 止まりかけの車 







(14) a． [波に押さされて岸に着きかけの小舟]が、突風で沖に押し戻された。 
























 状態動詞 活動動詞 到達動詞 達成動詞 活動達成動詞
完結性 － — ＋ ＋ ＋ 
完結点 － － ＋ ＋ ＋ 


















(1) a. * ありかけの本 






















































(5) a. * 泣きかけの少女 
b. 泣きかけの少女は、急に笑った。 （高見・久野 1999） 
(6) a. * 座りかけの椅子 

























































































































種類 具象名詞 結果名詞 事象名詞 複雑事象名詞 
イベント性 なし なし 低い 高い 
















(12) a. 日銀は ?(金利の)引き下げを検討している。 
b. このパソコンは ?(データの)読みが遅い。 







(13) a. 週末を論文の書き上げに費やす。 
b. この車は走り出しがスムーズではない。 
c. バナナは痛みかけがうまい。 
(14) a. このリンゴは食べかけだ。 
b. もう 10 時間も眠り続けだ。 








































(18) a. 飲みかけのビール 
b. 読みかけの雑誌 
c. 書きかけの文章 


























(20) a. 完全イベント：[X  ACT [GO  [Y  BE  Z]] 

















(21) a. * 泣きかけの少女 
b. 泣きかけの少女は、急に笑った。 （高見・久野 1999） 
(22) a. * 座りかけの椅子 
b. 椅子とりゲームで、座りかけの人の椅子をとった。 （Kishimoto 1996） 
(23) a. * 歩きかけの太郎 





る。変化の下位イベント（GO  [Y  BE  Z]）を引き起こす原因イベントが強く含意されるために、容認
度が上昇すると考えられる。 
 
(24) a. 書きかけの人は続けてください。 
b. ミルクを飲みかけの赤ちゃん 




























（４） N がVの内項の場合のみ、「N かけのN」構文が適格である 
（５） ただし適当な文脈があれば、活動動詞が「VかけのN」構文に現れる 
 
最後に、「V かけの N」と関係節の関係について触れておきたい。岸本（2000）は「V かけの N」構
文は関係節と同様に、アバウトネスの関係が成り立てば容認されるようになるのではないかと示唆して
いる。以下の例文のように、N が V の項ではない場合、語用論的な関連づけが可能であれば、「V かけ
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